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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の景気対策の効果や円安を背景に企業収益が改善する

など、緩やかな回復基調の中で推移しましたが、海外では中国経済の減速やアセアン新興国等の成長鈍化が継続す

るなど、依然として不透明な状況が続きました。

トラック市場におきましては、国内は回復基調の景気に支えられ需要は堅調に推移しましたが、海外では資源国

を中心に需要は低迷しました。また、建設機械市場におきましては、国内では排ガス規制にともなう駆け込み需要

の反動により油圧ショベルの需要が減少したものの、海外では中国やアジア新興国等の需要が回復しました。

このような情勢下、当第３四半期連結累計期間の売上高は101,915百万円と前年同期に比べ1,061百万円(1.1％)の

増収、営業利益は4,124百万円と前年同期に比べ2,248百万円(119.8％)の増益、経常利益は4,371百万円と前年同期

に比べ3,357百万円(330.9％)の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては2,933百万円と前年同期に

比べ1,817百万円(162.8％)の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,007百万円減少し、112,487百万円となり

ました。これは主に、受取手形及び売掛金が842百万円増加し、有形固定資産が1,509百万円減少したこと等によ

るものであります。

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ2,042百万円減少し、47,867百万円となりました。これは主に決済方法を変更

したことにより電子記録債務が5,571百万円増加し、支払手形及び買掛金が2,614百万円減少したことに加え、借

入金が4,423百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,034百万円増加し、64,620百万円となりました。これは主に利益剰余金が

2,358百万円増加した一方で、為替換算調整勘定が1,290百万円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

トラック市場につきましては、国内は需要が堅調に推移する一方、海外では依然として不透明な状況が続くもの

と予想されます。また、建設機械市場では中国やアジア新興国等の需要が前年同期を上回るなど足元では回復傾向

が見られます。

なお、連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、次の通り修正しております。詳細につきまして

は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

売上高 138,000百万円

営業利益 5,500百万円

経常利益 5,800百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 3,700百万円
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法を採っております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,908 11,425

受取手形及び売掛金 19,366 20,208

たな卸資産 7,777 7,902

その他 3,088 3,253

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 41,138 42,789

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,785 15,137

機械装置及び運搬具（純額） 27,810 26,086

土地 15,830 15,771

建設仮勘定 2,415 2,515

その他（純額） 2,258 2,080

有形固定資産合計 63,100 61,591

無形固定資産 929 731

投資その他の資産

その他 8,880 7,928

貸倒引当金 △553 △552

投資その他の資産合計 8,326 7,375

固定資産合計 72,357 69,698

資産合計 113,495 112,487

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,162 13,547

電子記録債務 1,569 7,140

短期借入金 5,941 4,418

未払法人税等 167 651

賞与引当金 1,908 930

その他 7,660 7,768

流動負債合計 33,409 34,458

固定負債

長期借入金 8,946 6,046

再評価に係る繰延税金負債 869 869

環境対策引当金 227 154

退職給付に係る負債 3,928 3,966

その他 2,527 2,373

固定負債合計 16,500 13,409

負債合計 49,909 47,867
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 22,538 22,538

利益剰余金 29,814 32,173

自己株式 △129 △430

株主資本合計 57,723 59,782

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66 212

土地再評価差額金 1,684 1,685

為替換算調整勘定 △655 △1,946

退職給付に係る調整累計額 △414 △353

その他の包括利益累計額合計 681 △401

非支配株主持分 5,180 5,239

純資産合計 63,586 64,620

負債純資産合計 113,495 112,487
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 100,854 101,915

売上原価 92,527 91,514

売上総利益 8,327 10,400

販売費及び一般管理費

運搬費 1,335 1,263

給料及び手当 2,714 2,275

賞与引当金繰入額 223 258

退職給付費用 80 93

その他 2,096 2,384

販売費及び一般管理費合計 6,450 6,275

営業利益 1,876 4,124

営業外収益

受取利息 28 20

受取配当金 111 102

スクラップ売却益 148 100

持分法による投資利益 ― 238

その他 189 150

営業外収益合計 477 612

営業外費用

支払利息 210 115

為替差損 529 42

シンジケートローン手数料 53 59

持分法による投資損失 485 ―

その他 61 148

営業外費用合計 1,339 365

経常利益 1,014 4,371

特別利益

固定資産売却益 42 9

持分変動利益 758 ―

補助金収入 ― 93

その他 47 ―

特別利益合計 848 102

特別損失

固定資産除売却損 117 264

減損損失 100 22

その他 16 9

特別損失合計 235 297

税金等調整前四半期純利益 1,628 4,177

法人税等 789 1,083

四半期純利益 839 3,094

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△277 160

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,116 2,933
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 839 3,094

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7 138

為替換算調整勘定 △1,375 △861

退職給付に係る調整額 21 60

持分法適用会社に対する持分相当額 △781 △506

その他の包括利益合計 △2,128 △1,168

四半期包括利益 △1,289 1,926

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △638 1,850

非支配株主に係る四半期包括利益 △650 76
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成28年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式958,600株の取得を行っております。この結

果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が300百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自

己株式が430百万円となっております。

（セグメント情報等）

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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